
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 例 会 日 程 ☆ 

9 月 13 日(水)12：30 ９月 20 日(水) 9 月 27 日(水)12：30 10 月 4 日(水)12:30 

イニシエーションスピーチ 

第6回創立60周年実行委員会

全体会議（例会後） 

休会（定款 7-1） 

IAC 例会（17：00） 
IAC 海外研修報告 

幸福例会 会員表彰 

第 4 回理事会 

 

第 2832 回例会報告 8 月 29 日 (火)晴れ N o .08 

☆点  鐘☆ 名古屋清須 RC 会長 前田昌樹 

☆司  会☆ 名古屋清須 RC 

☆唱  和☆ 君が代 奉仕の理想 

☆ビジター☆ 8/30 余郷達也君（津島） 

☆会長挨拶☆ 名古屋清須 RC 会長 前田昌樹 

   皆さんこんにちは、酒井ｶﾞﾊﾞﾅｰ、

杉浦地区幹事、地区ｽﾀｯﾌ鈴木さん 

ようこそおいで下さいました。先程の

懇談会では、ｶﾞﾊﾞﾅｰから指導頂いたこ

とをｸﾗﾌﾞの皆で共有して、充実したｸ

ﾗﾌﾞ活動をしていけたらとおもってお

ります。またこうして、稲沢ﾛ-ﾀﾘｰｸﾗ

ﾌﾞさん、尾張中央ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞさんと合 

同で例会を行えることを大変うれしくおもいます。 

先日は稲沢さんの 60 周年記念ﾊﾟｰﾃｨｰにお邪魔させてい

ただき、そのすばらしい、おもてなしと設営に加え、永

井会長、金森幹事の巧みな話術に感服しました。また来

週には、尾張中央さんの 40 周年記念ｺﾝﾍﾟにお誘い頂い

ております。三度の飯と女性の次にｺﾞﾙﾌが好きな精鋭８

名、気合いをいれて臨みますので宜しくお願いいたしま

す。 

さて我が名古屋清須はと申しますと 2 年後に 50 周年

を迎えます。その目玉として、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金を活用し

てのｲｽﾗｴﾙ平和構築ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの成果発表をしようという

ことが理事会で承認されました。本日はこちらを少し紹

介させて頂けたらとおもいます。現在ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ申請中で

承認待ちの状態ではありますが、既にｺﾛﾅ前と今年４月、

各 6 名ほどで 2 度にわたりｲｽﾗｴﾙへおもむき、受け入れ

先であるｲｽﾗｴﾙｴｲﾗｯﾄﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの方々の案内の元、打ち

合わせを行ってまいりました。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはｲｽﾗｴﾙ側が望む

第 1部と我々が取り組みたい第 2部という 2部構成とな

っており、第１部では、ｴｲﾗﾄ市に近いｱﾗﾊﾞ研究所で行わ

れている平和指導者育成ｾﾐﾅｰに対しﾛｰﾀﾘｰ独自の体験研

修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供し、中東の紛争調停のために効果的な

指導者育成を狙うものです。 

実際我々も 2 度ｱﾗﾊﾞ研究所を訪れﾕﾀﾞﾔ、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、

など人種を越えて共に学んでいるｴﾘｰﾄ学生達と話をし

てまいりました。第 2 部はｲｽﾗｴﾙ国内に広島・長崎の原

爆資料館のﾐﾆﾀｲﾌﾟを設置し、ｲｽﾗｴﾙの人々に、原爆の悲

惨さを直視して頂き、核戦争は決して行ってはならない

ということをあらためて知ってもらおうとするもので

す。既に広島、長崎両市には協力の同意をいただいてお

り、設置場所としては、ｴﾙｻﾚﾑとﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞの間にあるｱｷﾊﾞ･

ｶﾚｯｼﾞが内定しています。ｱｷﾊﾞ･ｶﾚｯｼﾞはﾕﾀﾞﾔ人のみなら

ず、広くｱﾗﾌﾞやﾊﾟﾚｽﾁﾅ、そしてｱﾗﾋﾞｱのﾛﾚﾝｽと共に闘っ

た砂漠の民で有名なﾍﾞﾄﾞｳｨﾝの若者達が学生であり、女

子を主として 4000 人程がそこで学んでいます。学内は

広々として、正門に近い教室棟の一角に 600 万のﾕﾀﾞﾔ人

が虐殺されたﾎﾛｺｰｽﾄのﾐｭｰｼﾞｱﾑが設置されています。そ

こへは学生のみならず地域の人々や訪問者が自由に出

入りし学ぶことができるそうです。その隣の教室一部屋

全てを原爆資料館に提供していただけるとのことでし

た。この二つを統合して Destruction of Humankind と

したらどうかとの提案もいただきました。 

☆ 例 会 臨 時 変 更 通 知 ☆ 

ク ラ ブ 名 月/日(曜日)時間  メ ー ク ア ッ プ 会 場   

津島 9/8(金)11：30～ ツ シ マ ウ ー ル 会 館 

   

   

   

 

★出席報告★ 報告者:会員組織委員長 加藤太平 

会 員 総 数 56 名 前々回修正 8 月 9 日    

出 席 

会 員 数 

29 名 出 席 

会 員 数 

    36 名 

(内免除 5 名) (内免除者 6 名) 

欠 席 者 数 
27 名 

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 6 名 
(内免除者 7 名) 

出 席 率   59.18％ 修正出席率 84.00％ 

 
今週のメークアップ 足立三千夫（IAC）山内健嗣・吉川未佐子・奥智子・伊藤賢治（B.D）入山太郎（C.O.M） 

 

 

 

承承認認日日：：昭昭和和 3388 年年（（11996633 年年））1122 月月 66 日日  会会長長：：永永井井伸伸治治／／副副会会長長：：小小島島洋洋一一  

例例会会日日：：毎毎週週水水曜曜日日  1122：：3300～～1133：：3300    幹幹事事：：金金森森貴貴史史／／編編集集：：広広報報会会報報委委員員会会  

例例会会場場：：尾尾張張大大國國霊霊神神社社（（国国府府宮宮））      EE--mmaaiill  rrcciinnaazzaawwaa@@ggmmaaiill..ccoomm  

稲稲沢沢市市国国府府宮宮一一丁丁目目 11 番番 11 号号      UURRLL  hhttttpp::////wwwwww..iinnaazzaawwaa--rrcc..oorrgg//  

事事務務所所：：〒〒449922--88221133  稲稲沢沢市市高高御御堂堂 11--22--11（（林林商商事事ビビルル 11 階階））  

電電    話話：：00558877--2244--00774400  FFAAXX：：00558877--8899--00226655 事事務務局局携携帯帯電電話話  009900--44885533--55226622  

 

稲稲沢沢ロローータタリリーーククララブブ週週報報  
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで本年度、国際ﾛｰﾀﾘｰのﾃｰﾏは「世界に希望を生み

出そう!!」です。ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨｰ･ｲｸｵﾘﾃｨｰ･ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

我々のこの事業はまさに世界に希望を生み出すにふさ

わしい事業だと自負しております。そして事業を通して、

ﾌﾟﾗｲﾄﾞを培い、ﾛｰﾀﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞを育み、そして未来への希望

を生み出して行けるものと信じております。 

また本年度、自分の会長ﾃｰﾏを「和と中庸」としました。

この事業も和を以てｸﾗﾌﾞの皆で大いに議論して、皆で良い

塩梅の着地点をｸﾗﾌﾞの皆で見つけて、ｸﾗﾌﾞの皆で成功に導

けたらと思っております。この事業の成果にご期待下さ

い。以上、少々手前味噌の卓話となったことご容赦頂きま

して会長挨拶といたします。ありがとうございました。 

 

～Today’s Information～ ◆◆報告事項◆◆ 
◇◇幹 事 報 告◇◇       幹事：金森貴史 

◆ポリオプラスソサエティに入会された会員へ登録証と

バッチが届きましたのでお渡しします。 

・永井伸治会員 （ﾋﾟﾝﾊﾞｯﾁは地区よりお渡し済み） 

・成田幸太郎会員 

週報の 6 号にﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽｿｻｴﾃｨの詳細を掲載しております。 

申し込みや支払い方法など事務局へご相談ください。 

 
◆創立 60 周年記念式典祝賀会の登録料（全員登録）と 

尾張中央 RC 創立 40 周年記念ﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ出席者の登録料を

９月１１日に預託金から引き落としします。 

式典登録料には同伴者の登録料と２次会出席者はその費

用も含まれます。 

振込でのご精算の方は、本日請求書を配布しました。 

 

◆尾張中央RC創立40周年記念式典講演会のご案内が届き

ました。（詳細別紙）ご希望の方は枚数を先方へ 

 

◆9 月のロータリーレート＄１＝146 円 

 

◇ ◇ 会 員 組 織 委 員 会 報 告 ◇ ◇           

報告者：会員組織委員長 加藤太平 

○9月 100％出席表彰者（7月末調べ） 

高 桑 宏 幸 7 年 6 ｹ月 林茂一 6 年 

吉 川 貴 祥 7 年 6 ｹ月 宮﨑忠広 5 年 

加 藤 健 司 6 年 6 ｹ月   

 

◇ ◇ 親 睦 活 動 委 員 会 報 告 ◇ ◇      

報告者：親睦活動委員長 新井仁志 

○9月の誕生日祝福 

山 内 健 嗣 １日 林 茂 夫 20 日 

近 藤 治 夫 ３日 後 藤 啓 行 24 日 

橋 本 嗣 治 17 日   

○9月会員配偶者誕生日 

鵜飼博信   夫人 律  様 1 日 

真野寿樹   夫人 貴 子  様 5 日 

西村郁夫    夫人 明 美  様 13 日 

浅井耕治  夫人 朱 実  様 15 日 

伊藤賢治 夫人 綾 子 様 27 日 

 

◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 ◇ ◇ 

報告者：ニコボックス委員長 水野厚司 

前月ﾆｺﾎﾞｯｸｽ（くじ・花含む）251,000 円 

2023-24 年度 累計          420,000 円 

◇創立 60周年実行委員会第 6回全体会議のご案内◇ 

運営幹事：樋田文裕 
以下の通り全体会議を行いますので、実行委員会メンバ

ーはご出席頂きますようお願いいたします。 

開催：9 月 13 日（水）例会終了後   

場所：尾張大國霊神社   

内容： 

1）中間決算について   

2）記念事業について   

3）記念誌について  

 

◇創立 60 周年式典 集合写真配布◇ 

運営幹事：樋田文裕 

本日、式典で撮影した集合写真を全員に配布しました。 

 

◇◇ガバナー公式訪問◇◇ 

国際ロータリー第 2760 地区 

ｽﾋﾟｰｶｰ：2023 年～2024 年度 ガバナー 酒井法丈 

RI 会長 ｺﾞｰﾄﾞﾝ R.ﾏｯｷﾅﾘｰ氏 ﾒｯｾｰｼﾞ 

深刻な課題に直面している中でも、ﾛｰﾀﾘｰは会員と世界

の人びとのために働き、恒久的な平和を築くために尽力

し、すべての活動に帰属意識とｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝを浸透させて

います。 

だからこそ、私はﾛｰﾀﾘｰの皆さんに「世界に希望を生み

出そう」と呼びかけているのです。 

研究によると、自分の幸せを守る効果的な方法は人に親

切にすることだと判明しています。 

そして心の平安を得ることによって、私たちは世界に平

和をもたらすことができるようになります。ﾛｰﾀﾘｰの本

質は平和を築くことにあります。私たちの奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄの多くは、積極的平和のための土壌づくりです。 

平和は夢ではなく、受身的なものでもありません。一生

懸命努力し、信頼を獲得し、難しいかもしれませんがオ

ープンな会話をすることで得られるものです。平和は粘

り強く、勇敢に実践しなければなりません。人とのつな

がりと目的意識が、あらゆるﾛｰﾀﾘｰ会員を奮いたたせて

くれることでしょう。 

素晴らしいｸﾗﾌﾞ体験を提供できるようにｸﾗﾌﾞのﾘｰﾀﾞｰが

尽力すれば、より多くの会員を維持することができ、よ

り多くの入会候補者がﾛｰﾀﾘｰに関心を持ってくれます。

これ以上ない居心地のよい、これ以上ない魅力的なｸﾗﾌﾞ

を築きあげましょう。 

酒井私見「言い換えれば、魅力的なｸﾗﾌﾞは居心地がいい、

居心地がいいから会員を維持することができ、入会候補

者もﾛｰﾀﾘｰに関心をもってくれる。」 

ｸﾗﾌﾞの例会から奉仕活動まで、帰属意識を高めることが

目標です。だれもが自分らしくいられる、包括的で居心

地のいい環境を作りつづける必要があります。「ﾛｰﾀﾘｰ

には自分の居場所がある」と思えるような場所にする必

要があります。そうできるかどうかは私たち次第なので

す。 

RI の重点事項 

① ポリオプラスプログラム    

②メンタルヘルス    

③女児のエンパワメント 

ビジョン声明から DEI について 

自身の中での「ロータリー像」について問いかけます。 

① なぜﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞに入会しましたか？ 

② ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの会員とはどのような人達ですか？ 

③ ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞはどのようなことをしているのですか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ なぜﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会員であり続けているのですか？ 

⑤ あなたのｸﾗﾌﾞを代表する活動は何ですか？ 

以上五つの事を自身に問いかけてﾋﾞｼﾞｮﾝ声明を考えてく

ださい。 

ビジョン声明 

「私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の中で、持

続可能な良い変化を生むために人々が手を取り合って行

動する世界を目指します」 

ﾋﾞｼﾞｮﾝ達成のための行動計画 

Ⅰより大きなｲﾝﾊﾟｸﾄをもたらす 

Ⅱ参加者の基盤を広げる 

Ⅲ参加者の積極的なかかわりを促す 

Ⅳ対応力を高める 

このⅠからⅣまでの行動計画は皆さんに問いかけた「ﾛｰﾀ

ﾘｰ像」の中にﾋﾝﾄがあります。 

Ⅰは⑤に、Ⅱは①②に、Ⅲは③に、Ⅳは④につながります。 

Ⅰのｲﾝﾊﾟｸﾄをもたらすために、新たな方法を探りましょ

う。 

Ⅱの基盤を広げるには、一緒に活動できるようにつながり

と機会をつくり出しましょう。 

Ⅲの積極的なかかわりを促すためには、ﾆｰｽﾞを知りそのニ

ーズに応える活動を実行しましょう。 

Ⅳの対応力を高めるには、日常では得ることのない価値

観、事象に触れましょう。 

DEI（多様性、公平さ、ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ） 

多様性は、ﾛｰﾀﾘｰ創立からの価値観として存在していたが、

表層的な多様性ではなく、深層に思い致した対応が重要 

公平さは、世代やｼﾞｪﾝﾀﾞｰを超えた関係性を生み出せるか

どうかが鍵となる 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝは、感覚ではなく、実際の言行に生かすことが

望まれる 

プライド、ブランドとは 

親睦と奉仕は、ﾛｰﾀﾘｰの両輪の如く言われますが、実は一

つの大きな「輪」としてとらえ、親睦が自身の成長する機

会を得る事ができ、奉仕からは心の豊かさを培えることが

できる、これがﾛｰﾀﾘｰの魅力ではないでしょうか。 

よって、ﾌﾟﾗｲﾄﾞは我々ﾛｰﾀﾘｰ会員がｸﾗﾌﾞに対し帰属意識が

生まれることにより誇りとなり、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞはｸﾗﾌﾞにおいて自

身の居場所があり、居心地がよければｸﾗﾌﾞに愛着が生ま

れ、ｸﾗﾌﾞのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力が上がるものと考えます。 

お願い 

１、ﾛｰﾀﾘｰ財団への寄付 

２、地区大会への参加 

３、RFF（ﾛｰﾀﾘｰ･ﾌｰﾄﾞ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ）への積極的な参加（ﾁｹｯ

ﾄ・企業協賛） 

４、世界大会でのｶﾞﾊﾞﾅｰﾅｲﾄへの参加 

 
 

 
 

◇◇地区補助金事業 バレーボール指導会◇◇ 

報告者：青少年奉仕委員長 宮﨑忠広- 

日時：2023 年 8 月 31 日木曜日 

場所：豊田合成記念体育館エントリオ 

当クラブの本年度ロータリー財団地区補助金事業「ウル

フドックスによる市内中学生バレーボール部員への指

導、並びに試合観戦」の中の「指導会」を、8 月 31 日木

曜日に行いました。 

午前に男子、午後は女子で、選手やコーチから細かくア

ドバイスいただき練習をしました。 

今後の予定は、9 月 16 日(土)17 日(日)に「稲沢ロータ

リークラブ杯新人戦」が市内中学校を会場に開催され、

男女優勝チームはウルフドックス公式戦の観戦がプレ

ゼントされます。 

指導会で教えてもらったことを実践して優勝目指して

頑張ってほしいと思います。 

 

 
 



                                   

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 


